
野鼠発生予察と防除法
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I,賦験担当者氏名

主 畳 本•場保您部•咨獣第1研究室長 宇田川胞男

(北海道地域担当) 北海道支豊野成斩究室長 上田明一

(本州東部地城担当)本場保護部鳥猷第1研究室長 宇田川阴用

同 室 貝 白石 哲

木詹分域保證研究室 水野成雄

(本州西部地域担当)関西支場保護部長 伊藤武夫

(四国地域担当) 四国支場保35研究室長 陳野好之

冋 室 貝 五十嵐 ：®

•試験目 的

野ネズミにXる森林被罟け突発的に発生することカ遂・い双 それを野前に察知することけ生息数 

の定期的左諷査によって因難でけ左く,広く発生のふ、それのある地方でけ行をわれている。しか 

し,その梢度は低く,まだ適確に于知しうるにいたっていないし,生息敬の調査法も日時を要す 

るので若力化を必吵としている。これらの欠点を是正し,簡歸な方法で被害•発生を予察するため, 

ネズミの季節による生理的な変化,とくに枷を中心とした生理生悪的左硏究に主眼をおいて実 

施したC

な時,研究の対纹としたネズミの種類は,北海边にれいてはエゾヤチネズミ,本彌においては 

ハタネズミ・四国に・いてはスミスネズミを出んだのは,それぞれの地域における加害種であり, 

本州に・いて東,西の2地域で同一,棟について研究したのは地域差を比救するためのものである。

m,試験の経過と得られた成果

各地・城の担当者によって定期的を澗査が行なわれ,その時点の生息数,性 ĵ,幼老・繁殖状況, 

食性などの生理生態的な研究がなされたが,•その内容けつぎのと・りであるC

〇北海道地域(担当:上田明一)

1試験概要

北海道ではエゾヤチネズミによる林木被害が多く,異常発生年にはZ 〇 〇 〇万本にも達する 

ことがあ匀た。このため多くの造林地で野跟発生予察調査が行をわれているが,この睥をは野 

鼠の種類と数のみ力把握されるにすぎず•個体群が増加する傾向にあるが,滅少する傾向作あ
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るかを予測することができ左い欠陥がある。

したがって,この造林担当者による野鼠生息數調査に加え,春,夏,秋のエゾヤチネズミ個 

体群の会構成,繁殖状態左どを.解剖所見から換討し,その牟の野鼠発生の傾向を,より正瓶 

に予測する目的で,4 2年彦から4 4税度まで調査を行なったものである〇

2.試族経谒と待られた結果

本報告で述ペるエゾヤチネズミの令構成区分は,つぎのあ準によるほか,歯根の有無も参考

にした。

体車(9 ) 体長(«s)

幼獣 2 〇以下 9 0以下

2 1-25 91-100

成欧 2 6以上 1〇1以上

また妊娠率,経産率は成猷の雄総故に対する姙坂個体故,有胎段跡個体敌の0をそれぞれあ 

らわした〇

調査は春5月下旬から6月上旬,岌7月下句から8月上旬,秋9月下旬から1〇月上句を原 

則として行なった。

2-14 2年度の紅險経過

春のエゾヤチネズミの生息数は野俛眄壬地で0.5 h a当り2頭,他の醐査地でも〇〜3頤 

で,全道的に少なかつ化〇
夏の各税鑼!のエゾヤチネズミ個体群の令椚成と姙嫉率は1,2図のごとくであり,道南 

から逍中央地帯にかけては,森,室闘営林彩管内に照する哝火滝地带を除き,幼猷個体の出 

現が少ないこと,また妊娘個体力;ほとんど認められ左かったことから,春から夏にかけての 

繁殖活動は低匏であったことが推察されるc

これに対し:道中央から道北地帯にかけては,幼,亜成獣個体の出現率が高く,咬た姙嫉家 

も祐いことが隠められ 春から夏にかけての繁殖活動が活潑であり,しかも夏の時点でも, 

その活動が引継いて行なわれていることが芻められた。

これらの春から※にかけての繁/活動の地域的東差は,夏：の生息数渺査資料からみた,第 

3図・のエゾヤチネズミ生息状況からも明らかなごとく,道南から道中央地带にかけては生恩 

数少な <.逍北地帯に生息密麼の商い個所が多くあらわれていた。

引継き行なった秋の調査結果は第!表のごとくで,道中央高地に位植する大害営林署管内 

(稿雲峡)は9月中旬で,すでに累殖活動は休止期を示していたが,冋一弛城にありながら

～1 36-

4 2年夏のエゾヤナネズミ個体群の 

仙擱成

4 2年疫のエゾヤチネズミの妊塩率
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低地雑位!Sする上川官林暑管内では,9月下旬秋繁殖がまだ行なわれていること,また道北 

地帯より道南地帯に庆する地域到をうが,削活動は活’澄であること：d翌められた。

第1表4 2年秋のエゾヤチネズミの令構成と紫殖状態

爾査堆 調査月
調査

個体敖

令 構 成 (勧
嫉娠率

响
経注率 

例成猷 亜成獣 幼猷

木古内 9月下句 7 86 〇 14 7
野 幌 1〇月上旬 17 55 6 41 67 85

山 部 〃 89 5 5 20 45 11 89

上 川 9月下旬 95 65 1 6 1 9 25 46

層興峡 〃 111 69 1 7 1 4 〇 61

ーノ橋 // 11 3 85 1 3 2 2 44

稚 内 〃 2 6 65 8 27 25 88

贸辺蓋 60 77 1 3 1 〇 55 38

2 - 2 4 3年度の試験経過
春の生息状態け道南地帶と昨秋却密度のカ所が多くみられた道南地帯が多く,それ以外の 

地域では,それ以下か平姫なみで,生息数の多いところは越冬個体の割合が多いことが認め 

られた。左封令構成は各鎮査地とも,幼,亜成散が出現しているとこう多く,姙娠家も高く 

斃殖活動け活漩であった。

以の令構成と姙娠率ば第2表のようで,幼歐の出現率や姙嬢率け,道r!顷!帯に左るにした 

がい昨年上り低く,道南から道中央地帯にかけては,昨年と余り差が左いことカ:認められた。

これらの春から灰にかけての繁殖活動の結果は第4図のごとく,4 2年と同じ•3に中央 

商地から道北地帯さらに根釧地帯に,海密度のカ所が多く,すた42年よりも道南地帯は全 

般的に生息馭が多くなっていることが認められた。

-15 8-

第2表4 3年夏のエゾヤチネズミの令構成と繁宛I状態

調査地

濾査

個体数

令 構 成(勧 成猷6 
の性的 

成熟率

成獣・
の

姙坂率

成獣V 
の柵 

盤跡率成獣 亜成獣 幼獣

森

岩 内

室 閥

野 视

山 都

神 ・楽

士 別

朝 日

ーノ橋

雄 武

中頓別

稚 内

天 塩

古丹別

羽 幌

上 JH

15

31

5

55

59

1 8

10

3

20

95

1

4

4

2

1 9
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46
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79

59
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100
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〇
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〇
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100

100
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註()は财個体数が少ないので実敌を示す。

分母の数字は調査個体敬
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第4図 昭和43年豆筝のエゾヤナネズミの生息状況

秋の繁殖活動は第3我に示すごとく,9月中旬頃から開始され,10月上旬唆でその活動 

が続いたことカ;,姙嫉個体の胎児の大きさ・好上び幼缺の出現率から推察され,秋の繁殖活 

動は4 2年よりも活潑であることカ輟められたg
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第3表 4 3年秋のエゾヤチネズミの令構成と案殖状態

調査地
爾査

個体敬

令 構 成 例
姙娠率

的
経産彰 

傍)成猷 亜成獣 幼

木 古 内 9月下句 1 丄 
1 一 — — . —

荻 〃 11 100 〇 〇 86 53

A 索 54 65 52 15 67 44
室 闌 5 20 • 60 20 — —

岩 内 // 9 100 〇 〇 20 60

野 怪 10月上旬 6 90 〇 10 4 1 67
士 別 9月下旬 5 60 20 20 せ 

～2
2
2

魂充坦 調揷
諷姦

斓体数

令 ・槌 成・條)
姙娠率

(务)
絞産翁 

變成破 顺牴 幼獸

ーノ槪 

雄 武 

稚 内 

天 塡 

上 M

9月N旬

!Jf

28
55

8
2

29

.58
55
58

2
2

52

21
55
24

17

21
10
38

5 1

25

17
1 
1

53

88
92 

义

50

なお, 4 3柴のエゾヤ手ネズミ生息敎の増加傾向をい記・号®C逐法で4 2年も実施した同一 

カ所での畿査宿架を,野幌御査地調査而積〇•Shaの例で示すとつぎGごとくで,4 2年よ 

リ約3倍の生息数になっている。

4 2年 4 3年

6月 7月 8月 9月 6月 7.月 8月 9月

(2) (9) 4 1 3

(8) 2 5 (20) 9 11

(7) 2 (10) 7

(7) (10)

計 2 8 9 14 • 9 24 20 31

註()は未記号個体を示す。

2-5 4 4如度の試験経過

春の生息状噬は,札幌,旭川同管内て一部生息敌の多いどころが認められたが 全般的に 

は平年並みであった。

春の繁殖活動を調査した結果は第4城示寸ごとくである。この4 4住春の緊璃活動は4 

3年と比較すると差けみられなかった。

以の生息状況を4 3年と比較したものが第5図ぐあるが,I,11(道南地帯)を除くほか 

はすべて増加して妙り,とくにW,叫,vi(酒中央から進北地带)、では倍以上に達していた。

夏から秋にかけての令構成お上ぴ緊殖活動は第5, 6表のごとくであるが,8月上旬でha 

当り1DO頭近い生愿密度を示した野惕腕充地では•7月の調査時より体重が滅少している 

個体力:多くみられ,秋繁殖活動け低調であった。このようを傾向は攻高密旋を示した 他の 

溯阳&でも明められた。

-1



第4袤 44年春季のエゾヤチネズミのSS殖状況回在
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第5図昭為44年7月上旬～8月上旬エゾヤチネズミの生思状況
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笫5表 夏季の令構成,繁殖状況

1
調査地 訓査月

S8 査

個体故
令 構 成

姙嫉率 
例

経産率
(勧成猷 亜成猷 幼獣

森 7月下旬 3 2/5 1/3 — — —

八 察 // 3 2/5 1/3 — — 一

岩 内 〃 12 75 〇 25 〇 29

野 晚 8月上句 30 82 1 8 〇 〇 38

山 部 〃 91 52 53 15 52 68

神 楽 7月下句 51 71 13 1 6 46 62

士 別 25 76 24 〇 20 80

朝 日 23 74 1 7 9 2/4 2/4

名 寄 10 70 10 20 0/2 2/2

-ノ橋 38 65 30 7 58 57

中頡別 〃 4 5/4 — 1/4 1/2 2/2

浜頡別 〃 34 64 1 8 1 8 80 70

稚 内 34 62 23 15 71 80

天 塩 〃 21 62 5 33 4/5 2/5

羽 幌 91 54 22 24 25 86

古丹別 10 50 40 10 0/2 1/2

上 JII 〃 52 59 1 〇 51 50 80

層雲峡 〃 61 7 9 1 3 8 40 67

白 滝 〃 5 5/5 8 〇 1/2 1/2

置 戸 8月上旬 25 88 8 4 38 75
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第6表 秋季の令撼成,繁殖状況

調査地 調査月
調査

個休数

令 構 成务
姙坂寄 

侈)
経産率 

例成駅 亜成袱 幼獣

枯 内

森 

八 雲

岩 内

野 视

山 SB

神 楽

士 別

朝 日

名 寄

ーノ橈 

中@別 

浜頓別 

稚 内

天 塩

羽 幌

古丹別 

上 川

層实峡 

白 滝

留辺禁 

債 戸

足 寄

10月物
〃

〃
〃

10月构 

!〇月上ftj 

9月下句
〃

〃

〃

〃

//

〃

//

〃

〃
〃

10月中^

10月质

10月中旬

3

53

1 5
6

48

62

25

30

58

27

198

16

44

89

55

69

21

80

1 2 9

21

15
64

7

5Z5

67

80
6/6

71
77

64

57

62

70

57

41

45
29

68

49

71

75

56

52

77

6 1

71

12

20

17

1 8

20

27

1 7

1 9

25

30

37

46

19

32

29

11

35

3 8

8

20

15

21

12
5

16

16

21

11

18

29

1 8

25

15

1 9

〇

1 4
9

10

15

19

14

2/2

11

〇

〇

6

〇

25

25

55
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56

1 7

25

5

〇

24

50

1 4

5

〇

50

25

〇

2/2

90

25

〇

75

55

100

75

60

56

82

83

90

90

50

81

35

77

76

100

67

79

80
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心’4 4年野幌調査地(諷査面積1h a )において,肥号放逐法にXる生息散調査結果 

けつぎのとおりである。

6月 7月 8月 9月 1〇月 11月

(37) 1 7 16 7 6 5
(76) 4 9 24 19 16

(34) 1 7 15 13
(20) 9 4

(21) 8
(22)

fit 37 95 99 68 72 66

以上が4 2〜4 4年のエゾヤチネズミの発生状態を,特定牌査をとおして調査した族麥で 

るる〇

これらの調査結果から,エゾヤチネズミ個体群の発生状態に関連したと考えられる,問題 

点をあげてみるとつぎのごとくである。

⑴ 憑の越冬個体の多少玲よび春から夏にかけての繁殖活呦の盛衰により,生息密度に差が 

みられる。

⑵ 季節別の壊殖活動をみると,春,秋は柴度間の差があ度りみら力なかった参 夏は年度 

間に差があり,4 2年度はもっとも低阀であった。

'3I秋の繁殖活動は道南地帯のほうが道北地帯より休止期は：fa•そい。

(4)夏它でに髙密度になると,それ以後の繁淞活動は低下がみられる。

⑸卷の繁殖活動は越冬個体より行なわれるが,夏,秋の枷活動は当年個体の生畏,繁育

の良否が豚する〇

これらの繁殖活動の相違が,気毁的条件,食物条件その他の要因によるか検酎するため, 

現在生超器官の生理的機能,捕獲個体の胃内容物の栄養分析,さらに禮査地の気短資料の竟 

集を行なっているので,綜合的観点からの調査帝料の琅糾めけ,他の機会に発表する予定で 

ある〇

なお秋の野鼠跡除対策の基礎資料として.夏までのエゾヤチネズミの発生状態から,秋の 

発生予想を,その都度国有林はじめ民有林関係機区とも協謎し,発表を行をってきた。

(北方林業第2 2 4, 2 5 4, 2 4 ?号参照)
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〇 本州東部地域(担当：宇田川隨男,白石 哲,水野武雄)

1.試験她い嘏況

八ヶ岳連蜂の西成(長野柴諷訪辟原村字短原’海抜1.2 0 0巾)1て位置するカラマツの人工 

造林拋の一角に0.5 h aの試版地を設:け,ここで19 6 7能4月から19 7 0年の3月までの 

3カ年間•諧査を行左った。弑段地内のカラマツの樹令は若い樹で5, 6^ 古いもので20 

騙生である。樹令にかなりの差かあるが,これは枯死したものを湖時舗植しているためであるc 

林内のところどころ［てアカマッ,林縁ははク・ッバラ,クマヤナギ,ヒョウタンボク,アオハ 

ダをどの低瀨木が混生している。下層には更にタチフウロウ,オオミゾソパ,ツリフネソウ, 

ダイコンソウ,ワレモコウ左どの草本槌物が生えている。試麥期問中,枝うち 下"•刈りなど 

の人為的壬入れは一切行なわ左かった。試戲地内における枇生認査結果は第1表の通りである。

第1衣 野鼠武朕地植生調査表

科 名 和 名

ウラボシ科 ヤマイヌワラビ・コウヤワラピ・ヒメシク・

マ ッ 科 アカマッ•カラマッ

ヤナギ科 ィヌコリヤナギ

カバノキ科 シラカバ

ク ワ 科 カラハナソウ

孝 デ 科 ギシギシ・オウミゾソパ・ナガバノウナギッカミ

ナデシコ科 オオヤマハコベ.オオヤマフスマ

キンポウグ科 ヤマトリカブト・カラマツソウ•ボタンズル.アキカラマツ

アケビ科 アケピ

アブラナ科 ヤマハタザオ

ペンケイソウ科 キリンソウ

ユキノシタ科 チク•ケサシ.ザリコミ

・パ ラ 科 シモツケ.クサボケ.ナワシロイチゴ・キンミズヒキ・ミナモトソウ.

ノイパラ.ワ レモコウ.ダイコンソウ.オヘビイチゴ

マ メ 科 フジ.クサフジ.ツルフジバカマ

フウロソウ科 タチフゥn.アカヌマフウロ.ゲンノショウコ

トウダイクサ科 タカトウダイ

モチノキ科 ァオハダ

ニシキギ科 ニシキギ.ツルウメモドキ

—1 4 6—

―科 目 和 名

ツリフネソウ科 ツリフネソウ

クロウメモドキ科 クマヤナギ.クDッパラ

ブドウ科 ノブドウ

スミレ科 スミレ

アカバナ科 ヤナギラン.オオマツヨイダサ

ウコギ科 ヤマウコギ

七 り 科 ヤマニンジン

ツツジ科 レンゲッッジ

サクラソウ科 サクラソウ.クサレダマ

モクセイ科 サトトネリコ.イポタノキ

シ ソ 科 ヤマクルマパナ・ヤマトウパナ.ヒメ ロシロネ.アキノタムラソウ

アカネ科 アカネ.カワラマツバ

スイカズラ科 ヒョウタンボク.スイカズラ

キ ク 科 ヤマヨモギ.ノコギリソウ•ヒメジnオン.コウゾリナ.ノハラアザミ.

アキノノゲシ.ノコンギク

イ ネ 科 ムラサキススキ.ミゾイチゴッナギ.イチゴッナギ.トボシガラ

ユ リ 科 ユウスゲ.コオニュリ・キジカクシ・スズラン・ナルコユリ.サルマメ .

ミズギボウシ.タチシオデ.ヤブラン

アヤメ科 ノハナシhウブ

計 3 5科 8 4種

2. 調査方法

野その生恩敬推定は林野庁方式にしたがい,0. 5h aの試験地に!〇た間隔で格子状にはじ 

き氏を配體し,連続3晚の路かけ作業により德られた野その採集故から回帰直線式を算出して 

行なった。各格子の交点比は2個の良が配された。

3. 調査時期

1 9 6 7年11月1B〜3日,1 968年は7月2 3日〜26巳 9月10日～13日,

10月2 8日〜31日,1969年は5月27日〜30日,7月1日～4日,8月2 7日〜

3 0 B, 9月24日〜27日,10月22B〜2 5 0, 1 9 7 0年は3月2 5日〜2 8日の1 

〇回行なった。
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4•調査結果

-!生爆種およぴ採集故

姬査期間中に採集された小型補乳類は第2表 

の通りで,ハタネズミ亜科ではハクネズミ12 3 

顯(样採集数の4 0.1易),スミスネズミ133 

頭(4 3.3%),ネズミ亜科ではアカネズミ3 

4頭(11.1 %),ヒメネズミ8頭(2.9 %) 

であった。その他に:ft虫目のモダラ科に喚する 

ンシュウヒミズ9或(2. 6务)が卻られた。左 

わ採集されたハタネズミの性比は6 4 5^：8

第2妥 原村試診地における野その採集結果

秘 類 採集数3)

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

ホンシュウヒミズ 

fit

123 (4 0.1)
1 33 (4 3.3 )

34 (11.1)
8 ( 2.9)
9( 2.6)

30 7( 10 0.0 )

アカネズミでは8 2 3頤:& 9頭(2.5 6 ：1.。 0 )

1.。 0)でありヒメネズミを除いて性比に值りが

77頭(0.56 :10 0 )»スミスネズミでは 

S 7 3 頭:$59 頭(1.24：1•〇〇), 

ヒメネズミでは84頭：！？ 4頭(10 0 : 

みとめられた。

4一2 生息敬の推定および変動

林業加害瞅として!R要左のはハタネズミとスミスネズミである。アカネズミ,ヒメネズミ 

は上述の通り生息数も少左く通常加害種とは考えられていないので,生息数の推定はハクネ 

ズミ亜科のものに対してのみ行ない,アカネズミ,ヒメネズミについては,0.5 h a内で採 

集された実数を記すにとどめた。結果は第3表に示す通りである。19 6 8年夏(7月)か 

ら秋(9月)にかけての推定生息敬はハタネズミ亜科としてまとめてhaあたり2 5 0®以 

上という膨大左数字になった。とりわけハタネズミの生息敌が多いのが將徴的である〇秋1 
〇月の源査ではか左り波少している双 それでもなわ大発生時に相当する数字を示している。 

19 6 9年の調査結果からもハタネズミ亜科の個体数は夏7月から秋9月にかけて多いこと 

が知られる。推定生息数はh aあたり1〇 〇頭以上となっている。しかし 前年同期にくら 

ベると半減している。この年も1〇月になると個体群密度は低くなっている。

また19 6 8年1〇月からその傾向がみとめられるが,19 6 9年はスミスネズミの生息 

数がハタネズミのそれをしのぎ,同年秋には4倍以上とたり優占柚が交代している。優占稲 

の交代はカラマツや湘木の生長に伴ない林内のうつ閉度が大きくなって来たため ハ逐ネズ 

ミよりもスミスネズミの生息に適する項境となって来たことによるものと考えられる。採集 

結果を分析してみるとハタネズミは林縁部の明かるく草木植物が繁茂している場所で採果さ

-1 48-

第5表 原村試験她にむける野鼠の推定生息散

觸査年月B
ハタネズミ

(ha)
スミスネズミ

(ha)
ハタネズミ

亜 科
アカネズミ’

浜 
ヒメネズミ’

ネズミ亜箫

1 96 7年 9 ** 9** n11月1〜3日 • • ■ 〇 u 〇

1 96 8年
7月2 3〜26日

2 36.0 5 6.0 2 50.8 10 〇 10

9月24〜2 70 ？十 71.2 2 6 4.4 5 1 6

1〇月2 2〜2 5日 3 6.0 4 8.2 77.2 8 2 1 〇

196 9年
5月2 7〜30日

21.6 16.2 2 3.2 2 1 3

7月1〜4B 4 6.4 598 111.0 〇 〇 〇

3月2 7〜30 B 2 8.0 93.4 10 2.8 1 〇 1

9月2 4〜2 7臼 25.2 11 Z4 1 6 3.6 1 1 2

1〇月2 2〜2 5日 ? * 5 3.4 5 9.4 1 2 3

1 97 0年
3月25〜28日

14 ？京 1Z4 〇 〇 〇

米0.5 h a内で採集された実敬で示した。

米米 回帰直線は右あがりとなり生忠数推定不可能

+ 採集実数7 X 3 = 21晦 回掃直觀！ X軸に平行となり生息数推定不可能

卄 採集実数1x3= 5®,回疝直線はX軸に平行とをり生息萩推定不可能

※ 採集灾敌2日目に1頭のみ,生息裁推定不可能

れ,スミスネズミは林内の比較的陰湿で岩がちな場所で多く採集されている。カラマツの下 

はフジが多く自生し カラマツの落舟が堆積して治り,スミスネズミの孑刷が堆穢物のあち 

こちに作られている。すなわち(住みわけ的現象がみとめられるが,これらの事実も優占秋 

の交代を裏づける論拠としてあげられるC

単位而積(h a )あたりの生息密度が10 0-2 5 〇頭という商さに:Sしたのは,泓木や 

下草の除去作業を一切行なわなかったためと考えられ,このよう左衆境は野その生息および 

繁殖にとって包容能力の高いものであることを示す例であろう〇林内の清掃,林床処理が茵 

夏と思われる〇
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4-3繁殖期

ハタネズミの場合には,われわれの室内飼育実験の結架 6では体重2 59以上,2では

2 2 9以上を成休とみ左してよいことが知られた。この値を境に成獣と亜寇猷およぴ幼猷を 

区別し 成体・の驚殖状況をまとめると第4表のように左るcスミスネズミの場舍には・ま 

だ室内で飼育した個体の成長曲總を荷る此階に划ってい左いので,野外で捉集された隅体の 

毛衣の色 腹開口,梢巣降下左ど性成熟の表成として従来から用いられている外部形纹を利 

用して判断した結果,6では体重188以上,學では15ダ以上のものを成体として取り扱 

うことにした。この種の?？涮状況も第4表|てまとめた。

第4表ハタネズミお・よぴスミスネズミの繁殖状況

茂

類
綢査年 月 日 成体・ 姙娠・ 冇胎舞披 発情中 乳頭大 驟 殖為

1967年11月1〜3H 4 〇 〇 〇 〇 0/4 ( 〇)

1 96 8年 7月 2 3-2 60 1 3 7 1 〇 〇 8/1 5( 6 1.5)

ハ
9月1〇〜13日 10 6 〇 1 〇 7/10( 7 0.0 )

夕 10月2 8〜31日 6 〇 〇 〇 2 2/6 (33.3)

ネ
196 9年5月2 7〜30日 5 4 〇 〇 1 5/5 (100.0 )

ズ
7月1〜4日 9 3 1 • 2 〇 6/9 (6 6.7)

ミ
8月2 7〜30日 7 4 〇 1 〇 5/7 (714)
9月2 4〜2 7日 5 5 〇 〇 〇 5/5 (1 0 0.0 )

10月22〜25日 2 〇 〇 〇 〇 0/2 (〇)

197 0學3月25〜2 8日 1 〇 〇 〇 〇 0/1 (〇)

196 7牟11月1～ 3B 5 〇 〇 〇 〇 0/5 (〇)

196 8年7月23〜26日 2 〇 1 〇 〇 1/2 (-)
ス 9月1〇〜13日 8 1 2 〇 〇 3/8 (3Z5)
ミ 10月28〜310 7 〇 1 〇 〇 1/7 (14.5)
ス 196 9年5月2 7〜30日 3 1 1 1 〇 3/3 < ～)
ネ 7月1〜40 7 1 2 1 〇 4/7 (5Z1)
ズ 8月27〜300 7 4 〇 1 〇 5/7 (7 1.4)

ミ 9月24〜2 70 6 1 1 2 〇 4/6 (6 6.7)
10月22〜25日 10 〇 .1 〇 〇 1/1 0(1 0.0)

197n年3月25〜28日 〇 〇 〇 〇 〇 〇/〇 (?)
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成体辛のうち姙娠している個体,胎盤復が子宮角にみとられた個体,発情中と思われる太 

い子宮を有するもの,皿頭が大きな個体を繁殖個侬とみなし,繁殖宰(繁殖状態にある辛/ 

全成依半 X1〇 〇)として,弟4表に追加した。

これによるとハタネズミの繁殖妙は5月から10月せでの長期にわたるカ、5月と8, 9 

月にピークを示す2山型とダ・えられる。単位而秋あたりのハタネズミの生息密度が7月に高 

くなっているカSこれは5月の繁新によって個体群構成貝が増加したためと考えられ刼 

19 6 8年9月の部査では連日7如のハタネズミが採集され,生恩數推定のための回帰直嫁 

はX軸田平行と左って生息敬推定不能となったが,採集実数(21頭)から少くともhaあ 

たりイ 0囲以上は生息していたと考えられる。このことを為慮すれば9月の生恩密度も髙か 

ったと推定される。これは8・9月の华弑によって出産された個体が個体群の構成者となる 

ためと考えられるc

スミスネズミの堤合も繁殖地は5月から9月におよぶものと考えられるc 7, 8月に繁殖 

宰が高くなる1山型の繁殖型を示す。単位而秘(ha )あたりの推定生息数も5, 7, 8, 

9月と増加して,9月«最滞となっていることは,繁殖坦が7, 8月をピークとする土噸 

であるという説を撫付けるものと考える。

採集数が少ないので充分な論滦ができないが 丁カネズミでは7月に5胎児を持った岸と 

9月に4個の胎盤痕を持ったaが採集されているcヒメネズミでは5月に哺乳中と思われる 

辛が採集されている。なお参考まで田調査期間中に採乘された野その瓶別ごとに,成体・亜 

成体および幼体別構成をまとめて第5表とした。

第5表 採柔された野鼠の邳類別群構成

想 炯 調査牟月0
辟 秘 成

成8 成? 新亜成8 幼亜成攻 計

ハタネズミ 1967牟11月1〜3日 1 4 4 2 11
1 96 8年 7月 2 3〜2 60 6 13 1 3 23

9月1〇〜13 0 6 10 2 5 21
10月28〜31日 1 6 〇 1 8

1 969年5月27〜30日 5 5 〇 〇 8協
7月1〜4B 6 9 5 3 21+(1)
8月27〜3 0 0 2 7 1

• 
1 11

9月24〜270 2 5 2 1 1 〇

10月 22-2 5 0 1 2 〇 〇 3晩
1 97 0年 3月25〜2 80 1 1 1 1 4+(葛



・この他にホンシュウヒミズが9頭採集されたc

** ()は食害されて性の判定i•、よび成幼の区別ができなかった個体数

種 類 调査ケ月 日
群 構 成

成8 成・ 新亜成6 幼亜成9 計

スミスネズミ 196 7年11月1〜5S 2 5 1 1 9
7月23～26日 6 2 〇 〇 8
9月1〇〜13臼 9 8 1 〇 18

!〇月2 8〜31日 10 7 1 〇 1 8
1 969隹 5/527-500 2 3 2 1 8

7 月1〜40 9 7 5 2 21
明27〜30日 1 〇 7 〇 〇 17

、シ ・1*
9月24〜27日 8 6 1 〇

ハ^*1 5+(1)
10月22〜2 5日 7 10 〇 〇 17

1 9 70年 5^2 5-2 80 1 〇 〇 〇 1
アカネズミ 1967年11月1〜53 5 2 〇 1 6

1 968年 7月23〜269 5 2 3 〇 10
9月24〜2 7日 3 1 1 〇 5

1 0月 2 2 〜2 5 B 3 〇 2 1 頌2次

196必已5月27〜30日 1 〇 1 〇 2
7月1〜4日 〇 〇 〇 〇 〇

8月27〜30ロ 1 〇 〇 〇 1
9月24〜2 7日 〇 1 〇 〇 1

10月22〜25日 〇 〇 〇 1 1
1 97 0年5月2 5〜2 8日 〇 〇 〇 〇 〇

ヒメネズミ 1967年11月1〜5日 〇 〇 〇 〇 〇

196 8牟7月2 5〜26日 〇 〇 〇 1 1
9月2 4〜2 7日 〇 1 〇 〇 1

10月 2 2-2 5 0 1 〇 1 〇 2
1969年5月27〜3 0日 〇 1 〇 〇 1

7月1〜4日 〇 〇 〇 〇 〇

8月27〜3 0日 〇 〇 〇 〇 〇

9月2 4〜2 7日 〇 〇 1 〇 1
1〇月2 2〜2 5日 1 1 〇 〇 2

19 70年3 3月25〜2 8日 〇 〇 〇 〇 〇
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菊6表に成体3につき稍巣の大きさ(長径・短径)を測定した結果を示した。

第6我 野その稱果の大きさの季節的変化

種 類 精巣(«) 5月 5月 7月 8月 9月 10月 11月

ハタネズミ

スミスネズミ

長S 

短径 

例故 

長径 

短径

例数

6

4

1
6

5

1

12.9

8.7

5

7.0

5.0

2

1Q7

Z5

11

6.2

4.5

15

1 0.5

Z8

2

6.8

4.9

1 〇

8.7

6.1

8

5.7

4.5

16

5.5

5.3

2

3.8

2.8

16

8.0

4.5

1

6.5

45
2

ハタネズミではりの繁殖活動が盛んを5〜8月に8の精巣糸大きく,9月には措縮し始め1 

〇月には小さく左ることが知られる。Rではまだ姙蝦個体が!®率に出現する9月に8では既 

に精巣の退化が始まり,6, aとも1〇月の終わりには生殖を中止すろことは興昧深い。ス 

ミスネズミの粕’梁も9月から退化を始め1〇月には全く小さくをる。ハタネズミ,スミスネ 

ズミとも11月,3月にむける精巣の測定値は,秋10月の喪痢した精巣の測定値よりも大 

きい次 例攻が極端に少東いので現段階では考察を加えることができない。

4-4 一腹胎児数

剖見により左 右の子宮角にみとめられた胎児数を数えると,ハタスズミでは平均3.1個 

(5 〇例),スミスネズミでは2.0 +( 0.4 )個(8例)となるc括孤内の数字は胎発生の 

過程行退化した胎児敌である。ハタネズミは雑娠羣5 〇例中,1例に退化した胎児を有する 

ものがみとめられただけであるが,スミスネズミでは8例中2例に退化した胎児を持つ・が 

みとめられた。スミスネズミの方が師発生の過程で胎児が退化吸収される率が髙いようであ 

る。

われわれはハヶ岳山能で採集したハタネズミの室内飼育を試み繁殖を行なわせることに成 

功しているカ、現在までの記餘では一腹平均産仔数は2.4領(16例)となっている。した 

がって,ハヶ岳地方のハタネズミの一腹平均胎児数は3頭前後と推定される。他の地方では 

ハタネズミの1腹平均胎児裁は5頒という報告か多いので.ハヶ岳地方のハタネズミの平均 

胎仔散が少ないことは待記に値する。

室内飼育実験では19 7 0年4月末までに1蛇1〇カ月生存している岡体が7回»1年5
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カ月生存している個体が6回出産を行左っているが> なお出産を行なう可能性カ：あるので, 

条件力:良好であれば早1頭につきかなりの回敛出眾を行なうものと考えられる。

4-5 困へのかかりかた

ハタネズミでは繁殖期に成体早が初日に多く採集される侦向があるが,スミスネズミの場 

合は8も9も毎回同じように採堤されている。E！に对する反応の種間にあ、ける相異と考えら 

れるカ:,與味深い。事突である。

5.まとめ

「待定地点にお・ける野その灸生消長調査」遂行のために,本塊保菠部.玷啾第1研究室は木曾 

分埸保菠研究室と協力して,長野県譯沥郡原村姐原のカラマツ人工造林地内作設けられた試験 

地«お、いて,19 6 7年4月から19 7 〇年3月までの3カ年訓充を実施した。

野旦の採集は林野庁方式にしたがって行ない,得た野風の敌をもとに生息敌の推定およびそ 

の変動を追求した。また,各採集個体の測定と剖見を行左い個体鮮の解析,枷状況倜査のた 

めの資料を待た。洲査回数は19 6 7年11月,19 6 8年7月,9月,1〇月,19 6 9攵 

5月,7月,8月,9月,10月, 1 9 7 0年3月の10回であろ。

試験地内で採集された野その鶴類はハタネズミ(全採集個休枚の4 0.1% ),スミスネスミ 

(4 5.3野),アカネズミ(11.10),ヒメネズミ(2.9俗)で,加害種であるハタネズミ 

とスミスネズミがほぼ等しい割合で採集された。

1 9 6 8华の夏から秋にかけての八タネズミ亜料に剧する野その推定生息阪は2 5 0頭(ha) 

にも逹し,その大部分はハタネズミで占められていた。！9 6 9年の豆から秋9月にかけての 

ハタネズミ亜科に属する野その生息密度も高く,haあたり100頭以上であったが,前始作 

くらべて半波した。両始とも1〇月およぴ5月にお、ける密度は低いので,ハヶ岳地方における 

野そ(ハタネズミ亜科)の生息密匿はカから秋の初めにかけて高く左リ,その他の季節は低い 

型と推定される。

19 6 9年におけるスミスネズミの推定生息致は前如度と異なりハタネズミをしのぎ,同年 

秋性は採集個体のほとんどがスミスネズミによって占められ,両粮の間に佼占種の交代が起こ 

ったことが知られた〇

同地方に磨けるハタネズミの緊殖期は5月から1〇月の長期にわたるが,5月と8, 9月に 

ピークがある2山型で考えられる。スミスネスミの繁殖期は5月から9月にわたるが,史期 

(7, 8月)にピークがある1山型の翔パターンを示す。

ハタネズミるの精巣長径,短经は・の緊殖活動も盛んな5〜8月に大きいカi9月には瑟縮 

-1 5 4—

し始める〇10月には小さい値を示すことから.3.早とも10月の終わりには繁殖活動は停 

止すると考；しられるcスミスネズミの場合も！5の・精巣は9月に袤縮し始め,1〇月には署しく 

4、さくなっている〇

剖見の詰果»ハタネスミでは一短胎児数は平均&1頒(30例),スミスネズミ20HQ4) 

頭(8例 括坂内は退化胎児数)であった。スミスネズミでは母獣の姙娠過程における飴児の 

退化率が麻いようである。

BJかけ作業で採集された野そのわ左へのかかりかたを解析したところ,ハタネズミでは第1 

日目に幕が多く採集され,以後,漸滅すること,8は2日目以後に採集される傾向があること 

が知られた。スミスネズミでは氏かけの日散に弭係なく,6.卒とも採集されている。也に対 

する反応に植にXる相泓がみとられた。

〇 本州西部地城(担当:伊藤武夫)

1.4 2年度就験の縫過

1-1試験概要

大阪営林局岫•津山両(gt林摇传内の一部に,昭和4 2年春チシマザサ(65— Kuri- 

Mns ie Makino et Shibata)が広大な面積にわたりT開花し多笊の結実が 

あって,野ねずみとくにハタネズミの大増殖が起^た。これらの地域で,林野方式による発 

生予察調査によって捕獲した標本について,その種類»生殖状況をどを讖査した。

これらの諛査地の概耍は次のとおりである。

営林署 担当区 国有林 林小班 植裁年月 面積 樹租, 方位 標高 A8考一

山 崎 奥谷 坂ノ谷 8 9は 伐採跡地
ha W 115甘 ササ結実地 

に隣接

〃 9 5tt 昭 4 0.1 〇 7.9 0 スギ E 11 40

9lい 天然生林 ブナ他 SE 1.2 20 下植生ササ 
の結実多®:

〃 8 9に // H SV； 1.1 90 H

津 山 加茂 岩淵 6 4ほ 昭 3 2 10 25.96 スギ 
ヒノキ

NW 1.。 0 0 び蠶咬

根知山 60ろ 昭 5 7.11 115 9 スギ 
ヒノキ

NE 900 スギ1°幻迥 
ヒノキ80舟峥

上斉原 遠藤 5 8は 昭 5 8.11 10.。 0 スギ 
ヒノキ

E 1.1 0 0 ヒノキ全面的 
に扱害

•" 4 1 
い・は

昭 5 6.11 17.56 スギ 
ヒノキ N 1.10 0 //

三次 国南 釜沼山 2 5に 昭 5 8.11 8.14 スギ 
ヒノキ

W 600
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註：1ha当り推液は杉山氏直線図法,上段の()はZippin法による。

これらの調査她で捕獲された野ねすみの月別の数は次のとおりである。

I 山題営林署奥谷担当区坂ノ谷国有林

VW& 稻 類
5月17

-190

6月14

〜16 B

7月20

～22日

8月22

〜2 4日

9月2 0

〜22日

10月 2 4

-260

11月 25

〜2 7 0

坂ノ谷

8 9は

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

計 1 4 6

4

2

6

1 5

8
5

24

27

8
2

57

72

1 9
1

92

57
1

42
9

109
1h a当り 

推定数

(145) (611) (585)
504

坂ノ谷

95は

ハタネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

at 1 9 5

12
1

15

18
1

1 9

24
2

26

50
7

57

69
2 1

5
95

1h a当り 

推定故

(271)
190

(145)

坂ノ谷

9lい

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

叶

50

2
5

55

50
2
2
5

59

56
4

1 2
5

75

16

4
4

24
1ha当り 

推定数

(7 55 ) (140 ) 
144

(600 )
520

坂ノ谷

8 9眩
ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

計

55

5
5

41

52
2
8

17
79

74

2
15
10

101

1 8
4

1 5
7

42
1ha当り 

推定散

(252 ) 
226

(557 ) 
520

(100)
99
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2.津山営林署加茂担当区岩湖•根知山国有林 

上斉原担当区遠族国有林

聽査地 « 類
8月

24〜26日

9月

14-160
10月
14-1 60

11月

14-160

12月

8-10 0

岩淵 ハタネズミ 45 51 41 28 25
6 4に スミスネズミ 1 1 1

アカネズミ 4 1
ヒメネズミ 1 1

針 47 57 4 1 50 25
根知山 ハタネズミ 58 50 50 55 4
6 0ろ スミスネズミ 6 10 9 15 2

アカネズミ 5
ヒメネズミ 2 1

計 44 42 42 48 7
遠藤 ハタネズミ 1 5 21 5
5 8は アカネズミ 1 8 8

ヒメネズ咨 5 1 5
計 17 50 16

遠藤 ハタネズミ 8 1 9
4 1 スミスネズミ 4 2
い・は アカネズミ 1 1

計 1 5 22

3.三次営林署国南担当区釜ケ峰山国有林

調査地 稲 類
5月18

～20日

6月20

-220

7月18

-200

明17

-1 90

9月18

-2 0B

10月17

-190

11月15

-170

釜ヶ崎山

2 5に

スミスネズミ

アカネズミ

5 

1

計 4 5 4 2 6 5 4
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次にはげしい繁殖をしたハタネズミ作ついて做 採集したものの性態を百分率で示すと次 

のようになる。

雄の発情は翠丸の長径9as以上のもの

殴の萎縮は子宮カ卖縮しているもの

山崎営林署 央谷担当区

成 亜 幼 _____________成_______________________獣______________ 調

月 成 姪 雌 標

獣 猷 獣発情萎縮発情姙娠嚙乳経産萎縮未経産数、
% % 苗％%%% 务％ 协％ 頭

7 87.5 1 2.5 71 29 44 14 14 14 1 4 16

8 8 6.6 2.7 10.7 79 21 11 18 24 29 1 5 5 112

9 8 6.2 5.9 9.9 61 39 4 46 19 16 14 1 152

10 7 85 8.8 1 2.7 31 69 9 21 9 6 1 251

11 .9 0.2 5.2 4.6 100 1 8 10 81 153

律山営林署 加茂担当区

• 8 95.1 4.9 80 20 1 8 25 3 21 53 82

9 9 8.3 1.7 70 30 8 56 3 1 9 14 60

10 84.5 4.2 11.5 44 56 5 14 16 1 9 45 5 71

11 8 5.6 6.6 9.3 100 4 96 61

12 10 0.0 100 100 29

津山営林署 上斉原担当区

9 7 6.2 4.8 1910 80 20 9 64 27 21

10 7 0.0 5•〇 2 5.0 4 6 54 54 1 5 15 40 4〇

11 1 0 0Q 1 00 55 67 5

-15 8-

なお,姐・娠個体の可祝胎児散M次のとおりであるc

胎児数 吳谷 加茂 上斉原 合計 百分率

1 1 1 2 2 2•〇%

2 3 6 3 12 118
3 18 16 5 37 3 6.3
4 13 7 5 25 24.5
5 20 2 1 23 2 2.4
6 2 2 20

7 1 1 1.0
計 57 55 12 102

左お«,スミスネズミは9〜10月田5頒,2〜d胎児を,アカネズミは9〜1〇月に6殂 

4〜5治児を,ヒメネズミは9〜10月に10頗•4〜6胎児を姙んでいた。

-2 得られた成果

(1) 坂の谷国有林の一部で,4月にチシマザサの一斉開花がおこり,5月作は結実し7月 

には夥しい落穀が認められた。この頃から野ねずみの捕穢数は急,増し!〇月に燉芯とな 

ったが,9〜11月の3ヶ月間に4調査地で合8t 7 9 4頭の野ねずみが獲れたcこのうち 

最も多いのはハタネズミで710を占め,次いでアカネズミが19 %,ヒメネズミが8亂 

スミスネズミが2 %であるcこのようなことからこの地域のハタネズミなどの大発生はサ 

サやブナの大眞:結実が也：要な因子はなっていることは間避いなかろう。

(2) 岩淵•根知山国有林の一部にかなり髙密度のところがでたが,8〜12月問の2邀地 

の捕獲数含計(種名の明らかなもののみ)は3 5 3 ST»ハタネスミは8 4%,スミスネ 

ズミが1%と左っている。この地域では天然林や隣接の民有林のチシマザサが一斉開花結 

実したようであるから,このことがハタネズミやスミスネズミなどの增殖の重要を因子と 

なっていることは間連い左かろう〇

(3»遠藤国有林ではチシラザサの都分開花結喪が彩められたカ1すでに被害が出ており,9 

〜10月間の2醐査地の捕獲敌合官!は8 2頭で,ハタネズミは7 5«,アカネズミが18 

多,ヒメネズミが7多である。

(4)釜ケ崎国有林では低密度に終った。
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2 43年度試験地の経過

これらの調査地で捕獲された野ねずみの月別の数は次のとお・りである。

2-1試験極疫

前年度に引続き山崎•津山お、よび姫路営林署管内で,野ねずみ発生予雅調査によって抽獲 

した標本について,その種類,生殖状況などを調斉した。

これらの細査地の提要は次のとむりである。

営林署 担当区
国有林 

(官行g)
林個 粗跋拓月 面積 樹a 方位 標商 個 考

山綺 奥谷 坂ノ谷

〃

9 4い

8 9は

9 6は

•

昭 4 1.1 〇

伐跡地

昭 4 5^^

5濟

17.24

-X ギ N E

W

S

1.1 oora

1.。 5 0

1.。 00

昭和4 3如冬 
期に鼠窖40蘭

前妍阳1峰

4月のみ

津山 加茂 岩淵 6 415 昭 39.11 2 5.9 6 ス ギ
ヒノキ

N W 1.000 前年度訓査地

上斉原

〃

遠藤

//

3 8は

4 2は

3 9い

昭 5 8.1 〇

昭 5 6.11

1〇〜15句生

1 0.4 6

6.5 0

ス ギ
ヒノキ

ヒノキ

N E

M W

1.。 50

940

850

昭れ!4 3年開花

昭4 3做!0如

〃 〃

カラマッ

ス ギ N

被害枯損5吹
岡山県 
林試実行

日本原 那鱗山

〃

(奥山)

9以て

90へ

5い

隅 7.11

E04 1.4

恥 8.11

1144

5.7 5

83 8

ス ギ 
ヒノキ 

官ノ柔 

クロマツ

ス ギ 
ヒノキ

E S

W S

E S

90 0

750

800

8月より

昭和4I年 
ヒノギ被害55%

中和 深谷

(仏ノ仙)

10 52い

9い

昭 59.11

昭3〇〜33

6 1.3 0

57.81

ヒノキ
アカマツ

ス ギ
ヒノキ

V/

E

700

580

宿 檜山 1 81€ F355.11 17.6 9 ス ギ
ヒノキ

N W 1.150

姫路 和田山 奥山 14 9い 大13〜確2 5 5.4 5 ス ギ N F 1.150 昭和4 3年春IM B
鼠害発生地

〃

“ //

151い

〔48は

15 Iこ1

昭5"脚8

昭 4 2.11

チシマザ・

6 2.9 9

20.2 1

「帯曲

ス ギ

ス ギ

s W

S E

S E

900

95 0

1.50 0 昭和4 3做シ 
マザ！T開花 
燃
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次作増殖のはげしいハタネズミについて钮月採集したものの性を百分率<で示すと次のよう 

になる。

姫路な林名和田山担当区吳山国存林

調喪地 a 笏
7月
18-20H

9月 
27-29B

10月
24〜26日

11月 
16-180

14 9い

(1号地)

ハクネズミ 

ヒメネズミ

6 A 

1

4
5

4

1ha当り 

推定以

(15)
11

151い

(2号地)

スミスネズミ

アカネズミ 

ヒメネズミ

1 
1

2 5

2

14 8は

(3号地)

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ

捕獲なし

2
3 
1

1

2
1 5 1こ1
(4另她)

未設定 1 3 9 不実行

山綺停木署奥谷担当区坂ノ谷国有林

月

成

獣

亜

成

獣

幼

袱

成 做 調
あ
標
本
数

雄 雌

発加 萎縮 発情 姙娠 Pili 51 経産 萎縮 未経産

4 %
9 7.2

务
1.4

多 
14 苗

9 2.9
%

7.1
务 

31.7
勇

125
% %

1 7.1
95

2 9.3
%

2.4 72
5 91.6 8.4 79.4 2 0.6 1 3.5 4 2.3 9.6 3 2.7 1.9 95
6 7 2.7 2.3 25.0 6.7 93.3 1 7.6 11.8 5 8.8 1is 44
7 6 6.6 16.7 16.7 1 0 0.0 1 0 0.0 1 2
8 1 〇 0.0 55.6 44.4 25.0 50.0 2 5.0 13
9 10 0.0 85.7 14.3 5.9 82.5 118 24

10 88.5 11.5 50.0 5 0.0 4 0.0 15.3 1 6.7 3 0.0 52

11 6 1.8 5 8.2 1 00.0 7.7 92.3 34

-1 6 4-

津山営林署加茂担当区岩淵囤有林

成 亜 幼 成 做

月 成 雄 雄

猷 獣 猷 発情 萎縮 発情 姙娠 哺札 鮮産 萎縮 未経匪

4
5
6
7
8
9

10
11

10 0.0
10 0.0

7 7.8

10 0.0
8 0.0
5 0.0
88.8

10 〇・〇

冬 务

2 2.2

2 0.0
5 0•〇

112

爆
66.7

10 0.0
50.0

5 0.0
10 0•〇

10 0.0

3 33

50.0
1 0 0.0

50.0

2 〇Z

2 0.0

球

16.7
2 0.0

10 0.0

多

3 5.3
4 0.0

1 〇 〇 •〇

4

6 0.0
50.0
2 0.0

2 8.6

20.0

1 〇 00

7 14

10 0.0

%

8 .
! 〇

9
5
5
4
9
3

滲山巻林署上斉風担当区遠藤国有林

4 10 〇〇 10 0•〇 50.0 50.0 111 !〇

5 7 6.7 1 3.5 10.0 1 0 0.0 3 3.5 58.9 16.7 50
6 6 6.7 33.3 10 〇 ・〇 5
7 36.4 6 5¢ 10 0.0 10 0.0 11
8 7 6.9 2 3.1 10 0.0 5 0.0 50.0 1 3
9 7 5.0 8.4 1 6.6 50.0 5 0.0 2 8.6 714 12

10 7 2.7 2Z5 1〇〇'〇 10 0.0 11
11 1 〇 OJJ 10 0.0 10 0.0 2

・山営林岩中和担当区深谷国有林,仏ノ仙官行造林

9
10
11
12

6 5.2
6 8.7

1 0 0.0
10 0.0

6.1
94

2 8.7
219

57.6
7.8

53

4 24
92.2
9 4.7

119 14.3
5.1

Z1
8.5

619
84.7

10 0•〇

1 0 0.0

4.8
17

115
160

31
3

津山営林署格担当区檜山国有林

10
1 2

8 3.3
10 0.0

1 6.7 10 0.0
10 0J)

2 0.0 80•〇

10 0.0
12

2
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雄の発情は舉丸の長径9中以上のもの 

雄の萎縮は子宮が妾縮しているもの

姫路営林器和田山担当区奥山国存林

成 亜 幼 成 飲

月 成 雄 维

猷 就 猷 発情 羹縮 発情 妣娠 哺乳 経産 發縮 未経港

7 10 00
务 % イ

1 0 0.0
紡 务 % 必

10 0.0
将

6

9 65.1 2 1.1 15.8 5Q・〇 5 0.0 2 5•〇 7 5.0 1 9

1 〇 8 4.6 7.7 7.7 2 50 7 5.0 1 4.5 85.7 1 5

11 6 0.0 4 0.0 10 0.0 5 0.0 5 0.0 5

なお,姙娠個体の可祝胎児玆は次のとi•リであるc

斗 奥谷 加茂 上斉原 日本原 中和 合計 百分率

2 3 1 1 5 8.1
5 20 3 3 1 2 29 4 6.8
4 14 3 1 2 20 3 2.2
5 7 1 8 1 2.9
計 44 3 8 2 5 62

なな,スミスネズミは4, 5, 8月にそれぞれ1頭がA, 3, 2脸児を,アカネズミは5, 

8月に各1頭,5, 4胎児を,ヒメネズミは5, 8, 9月田4頭,1〜4胎児を姙んでいた〇 

2-2得られた成果

⑴ 坂ノ谷国有林では昭和42年チシマザサが一斉に開花結実して,ハタネズミやアカネズ 

ミが大発生した。4 2绯11月に一応の爲餌による駆除を実行したが•4 5年春には一部 

の造林地にか左リの被害が発生した。そしてハタネズミの密匯は4 3年中もかなり商く維 

持された。

(2)隣接の奥山国有林では4 3如海にー郡の壮令造林木に被害が秘められ,さらにこの地域 

の上部のチシマザサカ,一斎に開花結実したので,ハタネズミ左どが大増殖するものと想像 

していたが,設定した調査地の状況では大したことなく終ったよ5である。

-1 66 —

(3) 岩淵国有林では4 2年11月と4 5*4月行毒糾によるJE除を灾行した結果•かなり低 

密度はなったが,4 5 4E1〇月田は1h a当り推定数が,〇函を越える程に增えたcしか 

し,11月の毒解による駆除にょって密度は著しく低くなった。

(4) 遠藤国有搾では42始11月と4 5^4月作汚てXる駆除を実行した結果かなり低笹 

度になったが,4 3年に前牵の残りのチシマザサの開花結実があって,8～9月に旳やや 

坏密度になった。しかし11月の毒fl項てよる黙除で低密度は左ったc 4 2 能に駆除しな 

かった3也(5 9は)では5月の密度がかなり部かったc

(5»珮技山国有林と奥山官行造林では低密度が貌いているが,前者はスミンネズミ,後者は 

ハタネズミしかとれていないことについては•これが樓み分けによるものかどうかさら｛て 

追究する必要がある»'

⑹ 深谷国狗林•仏ノ仙官行造林の一帝では.ベネフキザサ(空三一L丑迫・.

Makino )の一斉開花結実があって,ハタネズミの大発生が会こリ1〇月の密度は4 2 

処の坂ノ谷国有林のそれに匹敬する程であったが,期再による曝除によって12月には低 

密になった〇

(7)拍山圃有林では4 3如4月からチシマザサの開花結夹がおこり,一部に僅かながら被害 

がでた。しかし,1〇月下旬の1ha当り推定敬は4 5頭で大増殖にならなかったようで 

ある〇

以上の部»表によって,次のようなことがいえそうである。

ィ)ササの一斉開花結実が気耍な因子になっていると考えられる地域でのハタネズミの増 

殖は,9月頃にピークがあり,11月に枝：生殖休止期に入るようであるc

ロ )前始はササの開花結灾がすんだところでの八タネズミはく〜5月にかなりの髙密度が 

持ち越され,11月まで続くようであるが,7～8月頃に低密度の時が現われる。

ハ)ササの結実がない場合の繁构は容と秋に,そしてとくに秋の繁殖の方が大きいようで 

ある〇生殖休止期は夏7月頃と秋11月頃(12月〜翌隹3月までは捕獲調査をしていな 

いのでこの間のことは不明である)の2回あるようである〇

二) 姙娠個体の可視胎児数は2～5頭であるが,3 -4頭のものが7 7%を占めている。

5.試験の縫過

5 一！試験概妾

前年度に引続き山崎•律山•姫路封よび倉吉営林第管内で・野ねずみ発生予察調衣时よつ 

て捕獲した標本について,その睡類,生旭状沉などを調査した。
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これらの绸靄地の椎激1は次のと治りである。

お署 担当区
国府林

(官行苗林)
林小班 植栽年月 面積 樹a 方位 標iff 備 考

山 崎 吳谷 坂ノ谷 9 4い 昭 4 1.1 0
hu

54 1 スギ NE
m

1.10 0 前年度總査地

8 9は 伐跡地 SV/ 1.1 80 前年度調査地

津 山 加茂 岩 调 6 4ほ GB3 9.l 〇 2 5.9 6 ス・ギ 
ヒノキ

SW 1.。 0 0 削柴度調奁地

6 4は 昭 4 1.11 1425 スギ 
ヒノキ

NW 900 4ノ$被害1〇イ

時原 遠 藤 3 8は 昭 5 8.1 〇 1046 スギ 
ヒノキ

NE 1.100 前年度調査J也

4 6い 334 0.11 12.4 5 ヒノキ
クロマッ SW 780 ク・マツ被害8 %

日本原 那岐山 9 0わ 昭 4 1.4 575 叢 SW 750 前年度調査地

立木津谷 9 5ほ 昭 4 3. 4 2.8 5 スギ 
ヒノキ

NE 665 4 4年せ開花結灾

中和 深 谷 1 052は 昭 5 9.10 6 1.5 0 次
アカマツ

V/ 650 前年度照査地 
被害地約5 〇 h a

(仏ノ仙) 9い 昭5 Q.T 5 5 7.81 スギ 
ヒノキ

E 580 前如度調査地 
祓喪地約5 h a

富 榆 山 18に 聯 5.11 17.6 9 スギ 
ヒノキ

NW 1.150 前年度朋査地
4 5年ナサ關花結灾

姫 路 和田山 恩 山 14 9い 大I4TS2 5 5.43 スギ NE 1.160 前年度訓查地

151い 昭5〜8 6 2.9 9 スギ SW 900 前年度調査地

148は 昭4 2.11 20.21 スギ SE 950 前年度綢近地

1 5 1‘こ1 ササ生地 SE 1.5 0 0 前年度調五地

倉 吉 生山 硒波山 1031い 昭4 2.10 $>9 4 クロマッ E 560

1031い 毗 5.11 58.94 クロマッ S 600 被害地約15 h a

-1 6 8一

これらの劇死地で捕獲された野ねずみの月別の数は次のとおりである。

註：1ha当り推定敌は杉山氏面緑図法,上段()はZippin法による(以下同様)

1.山崎営林署奥谷担当区坂ノ谷国有林

調査地 稲 類
4月 
2 4〜
26E

5月
21〜
25B

6月
2 6〜
28日

7月 
2 2～ 
240

8月 
21～ 
250

9月
2 5〜 
270

丨〇月
2 8〜 
50B

11月
2 8〜 
290

計

1啲
9 4い

ハタネズミ 

スミスホズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 2
5 
5

2

2
4

捕

*

し

捕

な

し

1

2

1

2

2

2

5
4
5

15

at 2 6 8 5 5 4 25
1ha当り 

推定故

(12.57)
5

? ?

2拠
8 9は

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ

2 
2

1

1
2
1

捕

缺

た

し

捕

鼠 

な

し

捕

a
な

し

1

2
1

捕

鼠

な

し

6
5
4
5

計 5 5 4 4 16
1 ha当り 

推定救
? 7

2.沸山営林署加茂担当区岩淵国有林

调充地 a 類 4月
15〜
1 70

5月
13〜
150

6月
14〜
1 60

7月
15〜
17日

8月
18〜
20 0

9月
17〜
1 90

10月 11月 
13〜 
150

計

!号她

6 4ほ

(4月の

み)

2啾
6 4は

ハタネズミ

アカネズミ 1
捕

左

し

2 1

1

不

実

行

馭・

3

2

計 1 2 2 5

1ha喜り 

推定教

•
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5.津山営林署上斉頂担当区遠碧国冇林

彌査地 稲 類
5月14

〜16日

7月16

〜18日

8月2 0

〜2 2日

1 0月1 7

〜19日
計

K弛 ハクネズミ 1 捕 1 2
5 8は アカネズミ 鼠 1 1 2

ヒメネズミ な 1 [
計 1 "し 5 1 5

1ha当 り

推定数

2翎 ハタネズミ 1 1 捕
2

4 6い アカネズミ 1 左
1

計 5 1 し 3
1he・当り

推定数

4.淨山宮林署日本原担当区 那妓山国冇林(1号地)

立木律谷国有林(2号却)

調膏地 種 類
4月15

〜17日

6月14
〜16日

8月16
〜180

10月 21
〜2 3日

12月
計

[験

9 0わ

スミスネズミ 

ヒメネズミ

1
5

1 不

実

2
____5_

計 6 1 行 7
1ha当り

推定数

(1 5.3 8 )
1 5

2瓠 粗 類
4月15

〜17日

6月14
〜16日

8月19
〜21日

10月 2 4
〜2 6日

12月9
〜11日

Rt

9 5ほ ハタネズミ 

スミスネスミ 

ヒメネズミ

2

2

9

1

4

2

20
1
2

1
1

36
2 .
7

計 4 10 6 23 2 45
1ha当り 

推定数

(1 5.3 8 )
11

?

-1 7 〇-

仏ノ仙官行造林(2号雄)

5.津山営林署中和担当区 深谷国有林 (1号地)

調充地 稚 類
4月15 
〜17日

6月10
〜12B

7月15
〜17日

8月10 
-120

9月14 
-160

10月
〜19日

11月19 
-20 0 計

1号地
10 52は

ハタネズミ

アカネズミ

6 1 
1

8 
1

8 8 15 1 45
2

計 6 2 9 8 8 13 1 47
1ha当り 

推定数

13.。 4)
1 45

? ?
(18.3 9)

1 5.5
(24)

24

調査地 種 類
4月15 
〜17日

6月2 0
〜2 2日

7月20
〜22日

明26
〜2 8日

9月18 
～20日

10月15
〜17日

11月
計

2号地

9い

I

ハタネズミ 1 5 2 3 2 2 不

実

行

15
1ha当り 

推定数

(&1 8)
6.5

註:野ねずみは現地で標本を放棄したため種の咬ができなかったもの

6.津山営林罪富担当区檜山国有林

調査地 種 類
6月14

〜160
7月15
〜17日

8月21
〜2 5日

9月17
〜190

1 0月1 4
〜160

11月18
〜20日

計

18に ハタネズミ 

アカネズミ 

野ねずみ

3
5

1

1

2

2

6 4 1 6
3
3

計 6 1 1 4 6 4 22
1ha当り 

推定数
? 9 •

(12.3 7)
13

?

7•姫路営林署和田山担当区奥山国有林

調査地 秘 名 6月12〜14日 9月2 3〜2 5 B 計

1瑚14 9い 捕鼠なし 捕鼠左し

2号地151い スミスネズミ 

ヒメネズミ 2
1 1 

2
計 2 ヽ1 3

3母地14 8は 捕風なし 不実行

4号地151こ1 ハタネズミ 

ヒメネズミ

1 
1

不 

実 

行

1 
1

計 .2 2
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註:5, 6月分は担当区で実行したもので,7月からは支場で解体調査をした。

2号地は7月から実行した。

8•倉吉営林暑生山担当区确波山国有林

調査地 租 類
5月5
〜7日

6月9
〜110

7月12 
〜14日

8月10 
〜12日

9月15 
-150

10月15
〜17日

11月l5
〜150 計

1号地

1031い

ハタネズミ 

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ 1

6

2

1

捕 

鼠 

な 

し

2
1
4

1
9

11

2
21
12

5
計 1 8 1 2 5 21 38

1ha当り 

推定敌

? (42)
42

2号地

1 031い

スミスネズミ 

アカネズミ 

ヒメネズミ

1
3
2

1
1

3 

1

2
3

13

1

20
8
3

計 6 2 4 5 1 4 31
1h伝当り 

推定故
9 • ? ? 9 •

次Iてハタネズミとスミスネズミとについて毎月採集したものの性態を記すと次のよ5に 

なる。

ハタネズミ とスミスネズミ の性慾

担 種 調 成 亜 幼 成 獣 嬲 側

当
査

成
堆 雄

の 発 萎 発 姙 哺 経 恭

区 類 月 獣 獣 獣 情 縮 恃 振 乳 産 縮 産 数 考

4 2 2 2 1・2号地
臭 5 5 3 JLL

合計

6 1 皇1 1 2
1 〇 2 1 1 2

4 • 2 1 1
I 2

谷 6 1 1 1
9 2 1 1 2

-1 7 2—

ハタネズミとスミスネズミの性態

担
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発
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情

姙

娠

哺

乳

経

産

混
縮

未 
経 
産

加

茂

ハネ

タミ

6月 1 31 1 2

I - _7月 ¢1 1
上

斉

原

5月 31
早1 2 1• 2号・地

合叶7月 1 1 1

8月 81 1

日

本

原

ハ 

夕 

ネ 

X
ミ

!月 2 2 2 立木津谷

6月 4 31 1 1 1 1 9

8月 4 2 2 4

1〇月 1 〇 81
?1

34 
早4 1 3 1 5 2 20

12月 1 1 1

ス 
ミ 
ス 
ミ 
ズ 
ミ

4月 1 1
r 一

1 那如

概山

立木部谷

立木逮谷

6月 1 1 1

1。月 81 1
12月 31 1

中

和

ハ

夕

ネ

ズ

ミ

4月 6 2 1 3 6 深谷

仏ノ仙

6月 1

7月 5 81
S2 1 1 2 1 8

8月 5 82 
?1 1 5 1 8

9月 6 92 5 1 8

10月 1 3 6 1 4 1 1 1 3

11月 1 1 1

4月 1 1 1

6月 5 2 3 5

7月 2 2 2

8月 3 1 2 3
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中 ハネイ 9月 1 ¢1 1 2

和
ス

クミ !〇月 2 1 1 2

ハ 6月 1 31 
«1 1 3

夕 7月 1 1 1

富 ネ 9月 2
卜

1 2
ズ

ミ
1〇月 6

1
4 2 6

11月 2 ¢1 9 1 4

和 
S3 
山

’、安 
タミ

6月 ¢1 1 4哩
聶 9月 1 1 1 2号地

ハネ 1〇月 1 1 1

生

ス
タミ 11月 1 1 1

6月 3 81 31 2 1 5 1-2号地
ス 

ヾ
7月 1 1 1 合計

、 
ス 8月 1

山

ネ

ズ
9月 4 ¢1 2 1 1 5

ミ !〇月 6 2_ 2 1 6

11月 1 7 ¢2
31 5 2 3 2 2 3 20
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なお,姙娠個体の可視飴児敬は次のとなりであるc

ハタネズミとスミスネズミの胎児数

種 胎

奥谷

B Rミ原 中 和

生山 合計 百分率

類

児 

数
那敞山 立木

津谷
深谷 仏ノ仙

S

] 1 1 5.9务
ノ、 2 1 1 5.9
夕 3 1 1 5 2 3 12 70.6

ネ 4 1 1 2 11.7

〇 5 1 1 5.9
X

計 3 2 5 5 4 17
スネ 3 1 3 4 5 0.0
ミズ 4 2 2 4 5 0.0
スミ 計 2 1 5 8

なお•アカネズミは5月の1頭が5胎児,6月の1贖が2胎児を,またヒメネズミは5月の

1頭が3胎児,8月と10月の各1囲が由胎児を姙んでいた。

5-2得られた成果

⑴ 坂ノ谷,岩沈I遠藤国有林などで,昭和4 2史にチシマザサが一斉に開花結実したこと 

によると考えられるハタネズミやマカネズミなどの大増殖は,毒傳による駆除が大いに有 

効に豚していると思うが,5年目にはむわむね衰退期に入ったと考えてよかろう。

⑵ 深谷国有林,仏ノ仙官行造林などで•昭和4 3华にヤネフキザサが一斉に開花結実し, 

大増殖したハタネズミは：,毒餌による遅除か有効に影啓したためか,4 4年には衰退期作 

入ったようである。

⑶ 今回の調盗で次のよう左ことが推察できる。

イ) この地域でササの一斉開花慈実があると,ハタネズミはその年に,急微に大増殖を：fc* 

こすようである。

ロ) この増殖はササの結実飛に強く影響されるようである(その景の算定ができなかっ 

たのは残念であるc

ハ) ササの結実景が多いときはその翌皐にもかなりの密度が維持されるようである。

(4) 4 4年彦｛ては全瀰査地を併せてもハタネズミの成猷は9 3頭しかとれなかった。そして 

性比はほぼ1：1,雌の3 6［カ靴娠個体で•4月に3頭,6月に2頭,8月に2頭,9

-1 7 5-



月に1頭,1Q月に9妬であり,4月と10月にピークかあるが,秋の婀がやはりはる 

かに!¢6い〇

(5)ハタネスミの姙娠個体の可税胎児敖は1〜5頭であるが,ろ涝のものが最も多く,も〜 
4頭のもので8 2 0を占めている。

(61 4 4弗に課査したスミスえスミの成嵌の雄は19頭,雌ほ2 〇頭で,性比はほぼ1:1, 

雖の4 0¢カ茹娠個体で,4月に2朗,9月行1强,10月K2頭,11月にろ頭であり, 

A月と11月にピークカ：ある別 1〇〜11月の繁殖を第要祝しなければ左ら左いc

(7)スミスネズミの姙娠個休の可祝胎児数は3〜4頭であった。

⑻ スミスネズミは那岐山,磚波山国有林などで優占穂と左っているが,ハタネズミとの棲 

み分けと競合,さらに次の増題への準価期や漸進期の動向について今後調査を続ける必要 

がある〇

〇.・四国地域(担当：陳野好之・五十風 勢)

1試験微我

高知営林局管内の主として背梁山池,药海抜地帯に植栽された針菲倒とくにヒノキの野ねず 

みによる被告は軽祝できをいけそこで,これら野ねずみの叶除対策の基礎寳料をうるために, 

管内务カ顷に調査堆を設けて野ねずみを捕獲し,これらの個体湃の推移およぴ增貝機椚などを 

明らかにしようとしたC

2•詡査方法

2-l綢査地
高知官林局管内の松山営林罪袖野拒当区管内,本山営林君•大滝,船戸招当区管内ふよび徳 

岛営林署名頃担当区管内の3か所に調査地を設けたcこれらの調査地の概況は表一1に示す 

とおりであるcなお,本山営林署管内では事業の関係で4 2年度力:大滝担当区,4 3年以降 

が船戸担当で実施したc

野ねずみの捕獲法:牌査地1か所の面積は0. 2 5 h a, 5 0 x 5 0 znとし この中行i〇 

m間隔で縦横に5点ずつ針2 5点を込んで,!点あたり3このトラップを仕かけて5日間継 

続抽罪した(餌は1珈角程度の甘訪とした)〇捕獲された野ねずみみはその邳類を判別し 

スミスネズミについてTすべて解剖して繁殖機構の解析を行左った。制査か所は松山では5 

か所,本山の大滝が6か所・船戸が4か所,徳岛では2か所ずっとした〇
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2- 2 睫査時期

腑査時期は5月下旬•を第1回目とし,7月中〜下句を第2回目,10月下旬～11月下旬 

(降駅などの関係で地域により禁により若干時期をずらした)を第3回目,混年 2月中〜3 

月下旬を第4回目として徳間よ回実施した。

5.潔査結果と考禦

3 一! 捕值された野その裕類と数

3か包にわたる各調査却•の結果を表ー2, 5, 4にしめす。これによると抽疑された野ね 

ずみは,スミスネズミ,アカネスミ也'よぴヒメネズミのう却が主で,なかでもスミスネズミ 

の捕苑•教が各訓苗^とも田庄倒的に多い〇この傾向は従来からの睥査結果(伊腕(1960 ) 

ほか)とも一致するc

3- 2 スミスネズミの生息密度の礫化

まず,スミスネズミの補勿(数の時期的な変動をみると,むの君のの調弥地とも第|[|回目の 

謔斉,すなわち,10月下〜11月が我扁で,ついで5月と2〜5月,亥期の7月下句では 

捕勉教の波少が共通的田歸められる。つぎにスミスネズミのh aあたりの生忠麻鹰をZi- 

PPin法によって求めた結果をしめす(表ー 2, 3, 4の最・右的)。我でも明らかをよう 

に,各年度ともに1。月下〜11月の亟皆時期以勿はほとんどがhaあたり2 0旅あるいは 

それ以下を示しているので,毎隹密度が艰おに遅する1〇月下〜11月の結果についての宏 

動をみることとする。松山で夜4 2务・疫がhaあたり3 2頭,4 5史度が3 0更!,4 4年ま 

では2 0頭以下と毎年尚波の頷向を示しているcつぎ作本山で虹4 2知度が1D 8頭と異常 

な商密度を記錄したが,そのごは5 3函から4 3站とやは：り褂!波の博向が德められたcしか 

し,ここでは3か年ともに平卷密度を上暁わる高密度が続いているのが帶嵌である。一方, 

德啓では3か卑ともに低密度であったcこれらの結果が示すよう作,腭齊地によって生息密 

度の推移は必ずしも一致し東いようである。このことは,昭和41年が四国地方における最 

近[てないスミスネズミの大発生如であったことと結びつけるとさらに明らかとなりそうであ 

る(伊藤ら(19 6 7 ))。

すなわち,41年度とくに異’常左高密度をしめした徳島(あたり14 〇〜188 ;伊 

藤ら(19 6 7 ))では4 2年度に忽激な密度低下を起こしたこととなり,その状您が現在 

もなお続いているといってよい。しかし,本山の密度ピークは4 2年度で,徳島より1年:お 

くれ,そのごは潮波の方向をしめしながら,いまだは平常密度に下がってい左いc臨た松山 

では徳藤の傾向に近いが変イ匕のカーブがゆるやかであるc
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5-3 スミスネズミの解剖結衆

はじめにスミスネズミの成既 亜成獣(幼啾の抽獲割合をしらべたところでは図ー1のよ 

う行成獣の抽建螢が最も商い。これは史度,訓奔時期に無度係でみる〇ただし,4 4您度の 

5月と7月ではわずかながら幼・亜成牧の捕發率が高まっているように見受けられるcつぎ 

に子’宮c状況を訓べた図ー2によると,7月下句の拙理個休は子宮が葵藉するもの多く,こ 

の時期では一応棠殯休止期にあるとみてよさそうであるcただ密度の比鮫的商かった4 2牟 

産は約2。务の姙娠個体力輕わらカている点カ:注目される。他の時期,つ岐り春と秋では姙 

娠個体が少なくても約2 〇俗,多いときでは約5 0 %に達していることから,スミスネズミ 

の繁奴!堀は春と秋の2回の山があるとみなされる。このような姙娠個体率は4 2年鹰と4 4 

年度で高く,4 3华度はかなり低く現われている。一方,雄の睪丸の発逹程度では,4 3年 

度の5月と7月,4 44E度の5月で累丸萎縮個体が約5 0^をしめた以外は,常に學丸発達 

個你がその大部分をしめていること力めかった(図ー 3 )〇スミスネズミの胎児数は図一 A 

のように1-4頭で2〜3就が普通のようであるc

以上3か年にわ在って行左った野ねずみ,とくにスミスネズミの生恩密度の変化および繁 

殖活動・どについてわおよその結果を報任した。野ねずみの被害防除のためには,こんごと 

もに,この卷iの継・続的左凋奋を行なって異常発生を予め察知して,弟前に防除対策を構じる 

ことが是非とも必要であると考えられる。

最後最,この潔査について御砲己をいただいた高知営林局関係係官の方々にあつくお礼を 

申しあげる。とく作,現地で困甦な作業に従串された柚野担当区主任入川豊技官(前)•正 

岡留次技官(現),大滝担当区主任佐腕正堆邯務莒(当時),笹部計雄技官(当時),船戸 

担当区主任柳川貞夫技官,名頃担当区主任朝比免正孝那務官(前),海撫奈律雄步務官印！) 

ら各位に対してあつくか礼を申しあげる。
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図ー/! 胎児数(昭和4 2年度)

本山 松山

调 査 地(聶故)

備考:4 % 4 4年度は個体数が少ないので劣略した。

IV 得られた成果

生理的な研究は,採象した材料について室内実験を行なっているので未だ詳細な点については 

不明であるが,野外での生態的な調査結果は前項のと右・り各地域とも多くの新知見を得ていろc 

その主なものをあげてみると,つぎの諸点である。

⑴ エゾヤチネズミでは生息数の始変動がいちじるしい。その耍因は越冬個体と卷から夏にかけ 

ての繁殖?刮動の豎衰によるcまた季節的には夏の生息数に変動が埒こりやすく,これが部い生 

息数にとどまるときそれ以後の繁殖は低下してくるC

⑵ ハタネズミの研究のうち東部地城すなわちハヶ岳山ろくにおけるものでは,5力mれぞれ 

別個な生息数の変動を示しているが,領向としては夏から秋に高くなる。これについてはさら 

に長期の実験観察を必要とするカ,その秋冬季に発生する被罟を予察し御る耍素を含むものと 

考えられるので,この試験の継続が疫望される。また,この地域にはスミスネズミの進出が目 

だら ハクネズミと対抗する傾向が年ごとに強くなり,両题の生態的な隗連研究を行なうこと 

ができ,この地域でのスミスネズミは夏季にのみ争灘することが判明し 本州の西部地域,四 

国地域と時期左どを異にすることがわかった。

s
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関西支場が担当した西部堆域の岡山県津山営林署書内においては,たまたまササの開花結実 

があり,その地域内に契査地をとったため生息散の年蟾Jを明らかにすることができて,ササ 

の結実にともなうネズミの増波が判然としたのは大きな収預であったc

⑶ 四国地城において此 勘査の不十分なスミスネズミの生憊,とくに繁殖について詳細に研究 

することができたのは将来の険除に大きく貨猷するものである〇

V成史の発表>

(1»関勝・宇田川胞勇•水野武堆：ハヶ岳山ろくに君けるハタネズミの生態«関する研究,とく 

に越冬個休の行動,第7 8回日本林学大会勝演集

⑵ 上田明一 •宇田川胞男:造林址の野鼠被害と防除•林業科学技術振興所

⑶ 伊藤武夫:中国山系の野ねずみ・異状発生 第7 9回日本林学会大会講演集

(4) 白石 哲：ハタネズミの成長 仝耕演集

(5) 宇田川雇男：日本の林業におけるネズミ防除(英文)アジア・太平洋ネズミ防除会議誇演 

集ハワイ大学

⑹ 仝 :日本にむける有害烏欧の防除«ついて(英文)第4回アメリカ合衆国宿害鳥

猷防除会裁雄演集 カリフ:•ルニア大学(印刷中)

(7)上田明一:昭和4 2年秋の野ネズミ発生于琮 北方林業 2 2 4•号

⑻ 仝:野鼠の発生予察仝2 3 5号

(9) 仝 ：昭和4 4年秋のノネズミの発生予察 仝2 4 7号

V 今後の問題点

(1)発生要因の究明

採集された皆料の生理形態学的な分析の結果を待ってかなりの成果が期待できると思われる 

が,生態的な環境との関連耍因には不明な点がな若多いので,さらにこの面での研究を必要と 

する〇

(2I発生予察え5用

生態的な研究によって,夏の生息数に年変動がおこりやすく.その結果が秋以後の生息数に 

大きく影郷することがわかった。これを冬のあいだの被害発生に結ぴっけるには,さらに研究 

を要する。
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(3i黒常発生の生態卒研究

ササの一斉開花結実は,なむ当分のあいだ全国各肉に発生すると思われるので,これにとも 

左う野母の異样発生に供述した生態学的左究明は現在の研究の段階では不十分である。

(4)スミスネズミの生態と防除

スミスネズミの被罟は近年にいたって目だって常在的になりつつある。これはスミスネズミ 

c盛力が回復しつつあることがハヶ岳山ろくでの调査でも明らかであるから,このネズミの生 

您について研究し 防除に万全を期さなければ左らない〇

-18 8-

国有林治山主要地区の判定法
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